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れ
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潤
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條
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ら
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る

-

ガ
値
に
對
庳
し
た
微
視
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極
大
刹
潤
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あ
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细
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業
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■
大
期
待
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に
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し
く
な
今
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は
こ
の
點
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を
加
え
る
な
ら
ば
、
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ィ
シ
へ
ス
は
1)
を
：「

企
業
者
が
^
人
の
瘇
用
か
ら
受
取
る
ど
と
が
で
き
る
と 

-
聊
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わ
い
賣
上
：金
紙」

，
と
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ん
：で
い
か
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論
ニ
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點
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へ
者
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ら
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と
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あ
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あ
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あ
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よ
.つ
て
培
わ
れ
た
經
濟
學
.の
.
.
.
た
め
：の
.
.統
計
的
.方
法
が
.ハ
，I
ベ
.ル
：モ
.
Iの
.一
.
.
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；

論
文
.を
契
機
と
し
て
5

ノ
に
開
花
し
た
の
は
十
年
ほ

ど

ま

え
；で
、あ
る
。
學 

.界
■は
そ
の
池
顧
な
體
系
に
暖
因
し
魅
了
し
b

ぐ
さ
れ
て
少
4
1 で
：も
銃
計
擧
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の
素
養
の
あ
る
者
は
'そ
れ
を
速
が
；に
班
解
し
よ
ぅ
と
：努
カ
し
、；
.そ
れ
.の
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來
ぬ
者
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せ
め
て
•そ
の
權
威
に
服
す
る
こ
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.つ
て
o
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^
ぅ
と
し
た
。
：
そ)

の

結

. ^
以
俞
^
經

濟

資

料

分

析

の% .
.
|
最 

.
良
の
：：用

具

で

あ̂
た
嚴
.一
方
程
式
に
よ
名
多
元
囘
歸
分
析
法
.は
古
典
的
最
っ 

小
以
乘
法
と
呼
ば
'れ

多

少

，の.氣

找

兑

か

：し

ぎ

な

し

に

故

そ

れ

.を
使
用
す
る
，
 

こ
と
が
で
§
な
卜
よ

^;
に

：
な

つ
て
了
つ
：.た
？
^
が
'し
.新
し
い
訐
量
經
濟
_ 

，の
.方
.洗
：、
，
機

造

方

程

式

：系

の

同

時

推

定

法

は

，研

究

者

：に

.純
|

°<
9
數

倍

夸る
.： 

.い

は

そ

れ.以

上

，
に
，お

よ

ぶ

針

算

上

の

負

擔

を

課

す

る

か
ら
古
典
的
方
街
を
：
 

令
：
く

の

廢

物

と

，
し

て

棄

て

.去

る

：.の
‘ば

實

際

的

見

地

か

ら

餘

リ

妒

ま

.し
い
こ 

と
で
^
な
い
。
；
そ
こ
が
.最
我
に
#

つ
で
古
典
的
.方
_法
の
健
用
可
能
锉
を
# 

確
部
す
ベ
§
で
あ
る
と
い
ぅ
意
見
が
ニ
三
の
勇
士
に
よ
つ
て
提
出
さ
れ 

た
。
.そ
の
第
一
が
1 1
•

ゥ
ォ
ル
ト
で
、
彼
は
近
^

* 

D
e
m
a
n
d

 

A
n
a
l
y
l
-

.

.

#
評

及

び

鞀

介
t 

.
 

- 

•丨

 ̂

/ 

»
, 

、
I, 

<
V
J 

< 

f 

 ̂

)
i 

J

sis 、)

に
於
て
經
濟
理
論
樓
型
は
元
來Kecurave s

y
s
t
e
m
s

と
し
て

棒
成
さ
れ
べ
も
の
で

■あ
.る
.か
ら
單
.

T

方
程
式
の
最
小
自
乘
推
定
法
こ
そ 

最
も
健
全
.な
■方
法
.で
あ
る
と
主
張
し
た
。
彼
が
實
際
に
分
析
し
.た
對
象
の 

範
隨
'で
は
確
：か
に
或
る
.程
度
の
妥
當
性
を
も
っ
こ
.の
主
張
も
一
般
的
な
問 

題
.に
ら
い
て
は
沙
し「

言
，い
過
：ぎ
で
'あ
.つ
た
。
R
•
ソ
ロ
ー
も
指
摘
む
て
い 

;s
よ
う 

'に經
濟
摸
型
は
必
し
もrecursive s

y
s
t
e
m

、と
し
て
极
い
え 

.な

.い
。
'

(

例
え
，ば
.均
銜
方
程
式
.系
の
ば
，あ
い
の
ご
と
く)

、
か
ら
で
あ
る
0 

!

と

X
に
と
リ
上
..げ
た
反

♦
フ
オ
ッ
^
ス
の
論
文
は
.ゥ
オ
ル
ト
と
略
々
阗
樣 

の
こ
と
‘を
主
題
と
.■し
て
.い
る
が
：、：
新
し
い
.も
の
に
對
す
る
氣
負
い
立
つ
た 

■
:

反
擊
で
は
.な
ぐ
、
；そ
れ
の
完
全
な
理
解
か
ら
出
發
し
て
.一

定
の
條
件
下
で 

ぐ
は
單
一
：
方
程

式
.推
定
法
が
構
造
方
程
式
.系
同
時
推
定
法
の
特
殊
な
ば
あ
い 

.

.
i
し
て
：成
立
し
#,
る
こ
と
を
明
か
に
し
無
用
©
負
擔
加
重
を
除
こ
う
と
し
.

■

て

い

る

點

で

前

者

よ

り

，
一

層

大

き

な

說

得

力

を

も

っ

て

を

り

計

量

的

方

法

 

發

展

涂

-'
J

K
の

J

里

程

檸

ネ

し

て.
注

目

す

ベ
_

も

の

弋

あ

る

う

。

な

お

こ

の

. 

兩

考

と
- %
.農

库

物

に

對

す

'る

書

耍

分

析

，
の

專

門

家

.
で

あ

る

と

と

は

興

味

深

 

く

感

、
じ

ら

れ

る

。

以

下

に

そ

の

要

觀

を

紹

介

す

る

と

次

の

ご

.と

く

で

あ

る

0 

.
•
.
. 

メ 

. ,..,,.x
'
:
- 

•
'

■■
'
•
X,-
. 

X

,
.

E

:.
ゥ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ

■つ
て
提
起
さ
.れ
た
需
驳
曲
線
と
供
給
曲
線
と
 

の
顬
別
可
能
^

o 'd
e
n
t
i

ala
b
i
l
i
t
y
)
：

.に
：關
す
る
問
題
を
■は
じ
：め
て
解
決
 

し
た
の
が
'

.

-

1ベ
ル
モ
ー
の
連
立
同
時
推
定
法
で
あ
^

が
、

、ノ
丨
べ
ル
 

モ
丨
-
の
!]
•
:量
經
濟
分
析j

般

蓮

酃

は

嚴

ム

；
方

程

式

模

型

を

'#
殊

な

せ

’あ
い

 

_と
し
：.て
.包
'含
ず
る
も
の
^

あ
.
.る
。.
以
.下
に
.如
.い
て
多
く
©

ば
.あ
，$
如
何
に
 

.本

て

，
同

時

：推

定

理

論

が

*
.
.

j.

最
少
自
乘
间
歸
方
程
式
を
構
造
.的
需
要
函
數
 

.の
.：

推

定

値

と

し

..て

選

'は
し：
§

 E

至

る

か

を

：
示
.す
こ
.と
に
.し
よ
.う
。

、

,

丨
(1
)
'式
.括
^

料
品
に
對
す〔

る
簡
車
农
消
費
者
需
要
面
數
の
.典
型
的
な
も
の

で

^

る

。
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